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年齢 42歳
出⾝ 茨城県⽔⼾市
経歴 ⼤学・院 ［微⽣物発酵の研究］

V 加⼯⾷品メーカー研究員 ［加⼯油脂・健康⾷品の研究開発］
V（経営学修⼠）
V ⼀関市地域おこし協⼒隊 ［⻄洋野菜の産地化］

⾃⼰紹介

⾷の持続可能なライフスタイルを作ることを⽬指す

⾷の探求

⾃然との調和好奇⼼・⾏動⼒
体⼒

⼈とのつながり
作り

未来の
⼟台作り



⽬標

利益獲得

地産

外商

利益還元

地域内経済循環 ＋ 外貨利益

⾸都圏

地消

サポート
運送



テーマ

141°

ILC誘致

新しい⾼付加価値作物の普及



課題

⽣産情報の集約

⽣産供給体制の構築

主軸品種の産地化

安定収⼊の確保

販路開拓

⼀般向け販促

⾸都圏飲⾷店への出荷

需要情報の集約

・需給に適した栽培品種は︖
・流通コスト下げるには︖

地産地消の促進



課題

さいたまヨーロッパ野菜研究会
各農家の主⼒品種を取りまとめ

かほくイタリア野菜研究会（⼭形県）
タルティーボの産地化から発展

東京⻄洋野菜研究会
個⼈農家での少量多品種

他地域の事例



取組1 主軸品種の産地化

国産化によるコスト削減

フランス料理では、肉料理や魚介料理のソー
ス、ドレッシングに欠かせない食材

グリルやグラタンなどさまざまに
調理される万能食材。
ポタージュのベースにも使われる。



取組1 主軸品種の産地化

市場品評価 栽培情報共有

販促物の製作

「農村地域活性化モデル⽀援事業」の制度を活⽤

加⼯品の開発

協⼒⽣産者の拡⼤ ⼀関⻄洋野菜プロジェクト



取組2 需要情報の集約

市内レストラン各所で西洋野菜を使った
期間限定メニューを提供していただく。

・飲⾷店情報の収集
・市⺠情報の収集
→⻄洋野菜の販売と流通における課題抽出



取組3 ⽣産情報の集約 需要情報の集約

⽣産者 飲⾷店売りたい（使ってもらいたい）
声を聴きたい（評価を受けたい）
知ってもらいたい

作る⽅に専念したい
楽に売りたい
配送・選別・包装などの時間省略したい

欲しい野菜がどこに売っているか知りたい
今どんな野菜があるのか知りたい

地元（国産）のものを使いたい
安く⼿に⼊れたい（ネットで買うと⾼い
少量でいろいろな品種が欲しい
鮮度よく欲しい

＜ニーズ（きっかけ）＞

流通（情報の流れ、モノの流れ）の⾒える化
＜⽬的＞

→  データ分析から配送の効率化へ
（誰がどこに運ぶか

＜現状＞
・⼀関⼯業⾼等専⾨学校と共同で、アプリのプロトタイプ開発に着⼿
・市内飲⾷店の仕⼊れ情報調査アンケートの実施中



ヱシャ
ロット

⽣産者
C

収穫情報

リーキ ビーツ

⽣産者
B

⽣産者
A

収穫情報 収穫情報

購⼊ 購⼊ 購⼊

取組3 ⽣産情報の集約 需要情報の集約



利益獲得

つながり

エコ
システム

経済循環

利益還元

⾸都圏

サポート
運送

開発・運営管理

取組3 ⽬標・課題・取組

地域内経済循環システム ＋ 外貨利益による運営



⾃⾝の役割

⾼齢者 若者 ⼀関 世界

つくる⼈ たべる⼈


